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特　別　講　演

一

水 稲 の 大 型 機 械 化 直 播 栽 培 法 に 関 す る 研 究
＊

石田　良晴 ・森 山 ≡義
一

・ 千蔵　　昭二 ・ 内田

　（福 岡 県 農 業 試 験 場）

昭修 ・ 井上 利志栄

　 1． 緒　　 　　　　　 言

　裏作実験農場 に お け る水稲 の 大 型 機械化直播栽培 に 関

す る 研究 は36年度 に 0．3ha （小型 ），37年度 に 2．7ha，38

年度 に 4．64ha に つ い て 実施 した 。
37年度 まで は乾田直

播 の み と した が ，38年度の 計画 に 当 っ て は 乾田 直播 を主

体 と し， 一
部に 湛水直播を試験的に 採用す る こ と と し

た 。 しか し，播種時に 梅雨 に 遭遇 し降雨後の 乾燥が遅延

し た た め，結果的に は乾出直播は 1・84ha に とど まり，

残 り 2，　80ha は湛水直播 （大 部分を散播）を実施 し倹討

を加 え た。

　2． 実 施 方 法 の 概 要

　後記標準耕種法を設定 して 栽培 を行 ない ，これ に つ い

て 作業休系 お よ び栽培法の 検討 を行 な っ た 。 また と くに

重 要な 項 目に つ い て は 別 に 試験区 を設置 し，あ わ せ て 研

究 を進 め た。昭和37〜38年度 に 実施 した主 な試験項目は

次 の とお り・で あ る。

1 ）乾国直播栽培法 の 確立 に 関す る 研究

　 イ　直播用 品種選 定　 ロ 　播種密度・・施肥量お よ び施

肥 法 ，ハ 　除草体系　＝ 倒伏防止 対 策　ホ 乾 燥 剤 利 用

2 ）湛水直播 （散播）栽培 の 確立 に 関す る 研究

　イ　発芽苗 、7二ち　ロ 　苗立密度 と生育収量．ハ 　除草

体系　二 　水管理　ホ　倒伏要因 の 究 HA　へ 　収穫乾 燥

方法 と品質

第 1 表 　標 準 耕 種 法 に よ る 実 施 結 果
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第 2 表 　 直 　 播 　 田 　 の 　 生 　 育 ・収 　 量
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　3・ 試 験結 果 および考察

1）標準耕種法 と生育収量

　乾 田 直 播 は，移植に Jkべ 単位面積 当り穂数 は 多い が，

有効茎 歩合や 1 穂重が低下 し，総粒数 ・
稔実粒数 の 減少

と な り収量 も若干 低下 した 。 多収を期す る た め に は ， 適

品種 の 採用 ・大区画田の 均平に よ る発芽苗立ちの 斉一・

ピ コ
「お よび 雑草 の 防除，あ るい は落水期後 の 過乾防止 な

どが あ げ られ る 。

　湛水散播 は 晩播 と な り播種量を増加 した た め過繁茂の

状 態 牽示 し，最高分 け つ 数 は m2 当 り1，500本 に 達 し た 。

その 結果有効茎歩合 が低下 し，穂数 は なお 多い が短少穂

とな り頴花数 が 大巾に減少 した e ま た 晩熟 の ため 稔実歩

合 が 低下 し収量 も移植 の 80〜90％程度とな っ た。改善方

法 と して は適期播種 （6 月上旬播種）・適 正 播種量 （m2

当 り150〜200 本の 苗立ち）・過 繁茂抑制 （水管 理 な らび

に 施肥） お よ び倒伏 防止 な どが考え られ る。

2 ）湛水散播 に 関す る調査結果

　 イ　 倒伏要囚

　　　　　 第 3 表　 湛水散播 の 倒伏 要 因

壱で
目

郵艦 叢鸞 欝糞書

　 卩 　 苗立 ち密度

　苗立 数の 増加 に と も ない 遇 繁茂の 様相を示 し，有効茎

歩合 の 極端な 低下を來す 。 した が っ て 本試験結果 か らは

晩播 の 場合に お い て も な お m2 当 り150〜200 本程度 の 成

苗数 が 適当 と思 わ れ る 。

　ハ 　発芽 ・蕗立 ち

　整地 ・播種と発芽苗立 ちの 関係に っ い て の 調査結果で

　　　　　 第 4 表　 苗立 密度 と生 育 収 量
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第 3 節め各 中 問 部 測 定

　本試験 の 結果湛水散播の 倒伏要因 と して 　イ ）分 け っ

節 の 地 表 へ の 露出　 口 ）密播過繁茂 （皿
2
当 り苗立 数 が

300 本以上 で は倒伏 の 危険性 が大 きい ） ハ ）下位節間 の

伸長　ご ）茎壁 の 厚 さおよび茎の 太 さの 薄小化な どがあ

げられ る 。

は ，湛水前 に 砕土整地 を施行 し，代か き作業 を極 力 粗 と

し，播種深を 0〜O ．5cm 程度 と し た もの が 適 当と思 わ れ

る 。　ま た 代か き 終了後播積 まで の 期間が短 い 場合 は落、

水　2 〜 3 日程摩の 余裕が あ れ ば 湛水 の ま ま 播種 を まっ

様式 が 望 ま しい 。

3）水稲直播 の 作業労力

　乾田直播 ・湛水散播の い ずれ も圃場条件 や作業遂行上

に特殊事情が 多 く，か な りの 時間 を要 した。こ の 特殊時間

を除い た時問に基 づ い て近 い 将来到達 し うる と思われ る

作業体系 で の 策定 を行 な っ た結果は次表 の と お り乾田 ・’

湛 水 と も労 力 に 大 差 が な く，ha 当り 169 時間 とい う結論

に 至 っ た。

　策定に あた っ て は 大区画圃場 で あ る こ と，か な りま と

ま っ た面積 の 団地 圃場 に お い て 共同作業をす る こ と，お

よび乾田直播は13条 グ レ イ ン ドリル ，湛水散播は穀粒用

散粒機 に よ っ て 播種す る こ とな ど を前撮と．した g

N 工工
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第 5 表　　作　業　別　調　査　結　果　（39年度 ha 当 り時間）
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注 　A ：実際 に要 し た 時Hdi
　　B ： 特殊 条件 の た め 必 要 以 上 に 要 し た 時間 を A よ り除 い た 時間

　　 C ： 近 い 将来到達 し う る と 思 わ れ る策定時閭

　 4．総 　　 　 　 　 　　括

　以．E大型機械 に よ る直播栽培の 概要 を述べ たが，将来

直播の 採用面積 が 増大す る 場合 は乾田お よ び湛水直播両

者の 必要陸が と くに 痛感 され る。

　本年度 の 湛水散播で は やや低収 を示 した が，前述 の と

おり栽培法 の 改善 に よ っ て 移植 に劣ら ない 収量 を あ げ，

乾 田直播 と あ わせ て 安定 した直播体系が 確立 され うる と

思われ る。　
．
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